
文教厚生委員会視察研修報告 

 

○日時   平成 27 年６月 30日（火）～７月２日（木） 

○研修先  大阪府和泉市 和泉市立病院 

      広島県府中市 小中一貫教育について 

      広島県尾道市 地域包括ケアシステムについて 

      滋賀県野洲市 地域包括ケアシステム構築に向けて 

      岐阜県岐阜市 英語教育・ＩＣＴ教育について 

 

 文教厚生委員会では6月30日〜7月2日の3日間で、大阪・広島・滋賀・岐阜への視察研修

を実施。当委員会では、調査研究のテーマとして「地域医療について」「地域包括ケアシ

ステムの構築について」を掲げ、地域の医療体制が抱える問題、高齢化社会を迎える中で

地域の福祉体制の問題などを中心に委員会活動を行なっていることもあり、今回の視察目

的は、地域医療のあり方、地域包括ケアシステムについて重点を置き、市の重要課題に関

する視察研修を行なった。 

 

大阪府和泉市「和泉市立病院」 

 和泉市立病院は昨年4月から榛原総合病院と同じように、徳洲会グループに指定管理をし

て、「公設公営」から「公設民営」へと新しい経営体制となった。 

 指定管理者制度導入による病院の状況について、1日あたりの入院患者数は、運営形態の

変更前後において、スタッフの退職による影響で患者数の減少があったが、看護師の確保

を進めたことにより、患者数は回復基調にあるとのことで、外来患者についても、常勤医

師が不在となった科があることや、医師数が減少した科もあるということで減少となって

いるなどの厳しい現状も聞かれた。しかし、病院の総長からは、3年後の新病院建設までに

は、目標とする医師確保について確かな自信が感じ取れた。 

 

広島県府中市「小中一貫教育」 

 府中市では平成16年度から全国に先駆けて、全市において小中一貫教育を導入し、子ど

もたちが小学校から中学校への環境変化にうまく対応できるように、保護者や地域との連

携を重視した取り組みにより様々な効果を上げている。 

  視察した府中学園は、屋上がプールになっているなどの新しい機能・先進的なデザイン

が特徴的で、新設の一体型校舎の中では子どもたちがのびのびと授業を受けていた。 

 

広島県尾道市「地域包括ケアシステム」 

 尾道市は地域包括ケアシステム発祥の地であり、尾道方式と呼ばれる先進的な取り組み

について、尾道市立市民病院で研修を行なった。 

 尾道方式は入院から在宅での看護まで、切れ目のない適切な医療・看護・福祉サービス

を提供するために、関係者が顔の見える連携を構築しているのが特徴で、患者の退院前の

ケアカンファレンス（事前検討会）では、医療職、介護職の他にも、民生委員、行政職員、

保健師、宗教関係者まで参加して、患者・家族が安心して在宅へ退院できる万全の体制を

整えるということであった。そして、印象的だったのは、医師会の先生方を中心に毎月20



日に「二十日会」という親睦の会を開催して、関係者の連携を深めることも行なっている

ことだった。 

 

滋賀県野洲市「地域包括支援センター」 

 野洲市は庁内外の多様な連携を基盤に、生活困窮者の包括支援体制を構築するために、

多重債務者包括的支援プロジェクトを立ち上げている。多重債務に苦しむ市民を救うため

に、市の担当課が連携をして情報を持ち合うことにより、出来るだけ早い段階で救いの手

を差し伸べ、生活再建を図るとともに、無理のない形で滞納整理にもつなげる特徴ある取

り組みであるが、野洲市の地域包括支援システムは、このような市民と行政の信頼関係の

上に成り立ち、地域包括支援センター、市の高齢福祉課を中心にして、医療関係機関、自

治会、社会福祉協議会、民生委員、老人クラブ、認知症キャラバンメイト等ボランティア

団体などの機関が連携して、市民をネットワークで支えている。 

 

岐阜県岐阜市「英語教育・ＩＣＴ教育」 

 小中一貫英語教育・ＩＣＴ教育について、岐阜市の教育研究所を訪ね研修を行なった。 

 岐阜市では、平成16年度より市内の全小学校において、小学１年生から英語教育を実施し

て、中学校では小学校で培ったコミュニケーションに向かう積極性、英語をそのまま受け

入れられる柔軟性を引き継ぎ、さらにそれを伸ばしていくための、小中一貫英語教育が行

われている。岐阜発「英語でふるさと自慢」は、11年前から特区の認定を受けて、小学校

の低学年から英語に親しむ取り組みを行い成果を上げている。 

 岐阜市のＩＣＴ教育の象徴的なことは、市内すべての小中学校のクラスに50型の電子黒

板、実物投影機、ノート型パソコンが導入されているということで、ＩＴ機器の導入によ

り、子どもたちの顔が上がる授業を行なうことにより、「わかる授業・できる授業」の推

進をはかっている。 

 

 今回の視察は、文教厚生委員会の所管について幅広い研修を行なったが、全て市の重要

課題と位置づけられるものであり、視察研修の成果が、今後住民福祉に充分反映されるよ

うに委員会活動を行なっていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
大阪府和泉市立病院での研修風景 広島県尾道市立病院内の地域医療連携室 

 


